
《アブサンに汚与れる女》 1876年頃

エロティックで'危険で､悪魔的な画家
といわれるフェリシアン･ロッブスは､1833年ベルギーの地方都市ナミュールの裕福なブルジョワ家庭の一人息子として生まれました｡早くから辛韓な訊刺画家としての才能をあらわし､1862年には成功を夢見てパリに出ましたが､パリに着くや否やその快楽的生活に耽溺してしまったようです｡ロ遂ノスは何よりも女たちの虜となり､そのエロティックな肢体を追い求めました｡デッサン用の手提げ鞄を持ち歩き'美しい女がいると聞くとどこへでも見に行ったといいます｡彼は､｢私は何としても我々の時代をありのままに描きたいのだ｡｣と主張し､自分の目に映るパリの魅力をそのまま表現したいと熱望していました｡大都市パリとその底辺(安酒場やサーカス小屋や高級娼婦や売春婦など)を描くことに自分の絵画の｢モデル二テ(近代性)｣を見出そうとしたわけです｡

ロッブスが好んで描いた女性は､rEI毒ノス
的女性像｣といわれますが､その典型の-つといえるのが《アブサンに溺れる女》(右図版)です｡飲酒という悪癖のもたらす絶望感､鋼のように冷酷な目をした荒涼たる女性のイメ⊥ンを描くことで､彼は華やかなパリの底辺によどむものを鋭くとらえています｡また､《扇子と操り人形を持った貴婦人》(左図版)での､女性の手の中の操り人形は､女性にもてあそばれる哀れな男性を象徴しており､女性がこの世に及ぼす支配力の大きさを表現しています｡ロッブスは､｢男は女にとりつかれており､女は悪魔にとりつかれている｡｣と言っています｡彼自身､悪魔のような女のエロスに魅入られ､妻や恋人を複数持ち､愛の頚廃そのものに深く身を沈めていたのです｡

1878年以降､ロッブスはパリで最も

有名で､最も報酬の高い挿絵画家となっており､また同時に､生涯を通じて研究に

｢アンジエ｣って人の名前-いえいえ､
フランスの古城めぐりで知られるロワール河流城にある地名です｡

ロワール河の支流のメーヌ河が流れる
アンジ工の街の中心には､中世に建てられた城があり､その中には1 4世紀に織られた高さ5メートル､長さ100メートルものタペストリーが展示されています｡この壮大なタペストリーには聖書の中のヨハネの黙示録の物語が忠実に織り込まれています｡

200年の歴史を持つアンジエ美術館

から､け～20世紀初めの作品約80点が選ばれた今回の展覧会では､フランス美術を中心にヨーロ山膏美術の流れをご覧ください｡このアンジエ美術館誕生のきっかけをつくったリヴオワ侯爵は､なかでも18世紀フランスの華麗な宮廷文化が育んだロココ絵画を好んで収集していました｡

≪扇子と操り人形を持った貴婦人》 1873年

打ち込んだ腐食銅版画のすぼらしい名手でもありました｡その他に今展覧会では静誼な風景画なども展示され､ロッブスという画家を新たな角度からご鑑賞･お楽しみいただけると思います｡

[山内利恵]

ジャン･シメオン･シャルダン≪果物､瓶と陶器》 1 764年頃

その中から2点ご紹介しますo

まずはワ
トーによる《待ちうけられる愛の宣言》をよくみてみましょう｡登場人物は画面の右にビラ

ミッド型にまとめられ､左奥に広がる遠景と対比をなしています｡私たちに視線を投げかけるフルート奏者が人物の頂点をしめくくり､人々の穏やかな様子と手前の青年の固い表情が対照的です｡美しい光が洗練された衣服を引き立てる中､内気な書生か花を手に視線をおとし､傍らに座る美しい女性へ愛の告白をどうきりだしたらよいか思案しているようです｡ワトーはロココ絵画の中でも､貴族たちが戸外で集い､優雅な男女がかもしだす愛のムードを描いた｢雅宴画(フェット･ギャラント)｣という新しいジャンルをうみ､1717年にアカデミーに認められました｡

次にシャルダンによる《果物'瓶と陶器》

です｡批評家のディドロは1763年に｢シャルダンがパレットの上で練り砕いているのは物の実体そのもの､画布の上に注ぐのは空気と光なのだ｣といっていますQよく見てみるとこの作品ではリキュールの瓶が画面中央から左に移動されたことがわかりますが､色をつけたそれぞれの物をどう配置すれば､そこにある空気までを描くことができるか､シャルダンが試行錯誤した様子がうかがえます｡
さて､ロゼワインやコワントローでも

知られるアンジ工ですが､芸術を堪能したあと､秋の夜長にちょっと一杯というのも大人の楽しみですね｡

【小脇麻紀]

ジャン=アントワーヌ･ワトー≪待ちうけちれる愛の宣言》 1716年頃
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今回は室町時代に作られた御伽草子をご紹介しましよう｡

お酒とご飯をテーマにした､その名も酒放論絵巻(しゆはんろんえまき)です｡
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主な活動

411しびの-と第5号発行

4･26-6･2 ｢ブルターニュの海と空展｣

ギャラリートーク

6 ･ 1西日本放送ラジオからchnの活動について

取材を受ける

6･14-6･30 ｢ポップの時代展｣ギャラリートーク

9･20-10･20 ｢フエリシアン･ロッブス展｣

ギャラリートーク
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のか､調べてはみたもののわかりません｡

海藻を食べるのはアジア人が多い

そうで､さしずめ､韓国､日本は代表と

されますが､料理法となるとその国､そ

の土地独自の風土に合ったものがあ

ります｡もし､ブルターニュの海藻を使っ

たお料理をご存じの方､教えていただ

ければ胸のつかえ伸ノるのですが- ｡

【榊原信子】

_I___________　___　l_　f　_____

美術銀丘半期回想

⊂j

まずここに登場するのは､無類
の酒好きの男､造酒正糟屋朝臣長持(みきのかみかすやあそんながもち)と酒が全く飲めないご飯好きの飯室律師好飯(いいむろのりつしこうはん)､それと酒もご飯も適度に好む男､中左衛門大夫中原仲成(ちゅうぎえもんたゆうなかはらのなかなり)の3人で､各人がそれぞれの効用と徳を説き､酒飯の優劣をめぐって口論を始めます｡

最初に酒好きの長持が酒の徳を
説きます｡絵は広い座敷での酒宴の席で女性を侍らせて飲んでいる人や､上半身を脱いで踊る人

論争のかたちを借りて念仏宗と法華宗､天台宗を比較し､中道観を説く天台宗の優越を

絵は大盛りのご飯を食べる面々や厨房での準備風景などが描かれ､当時の食文化を知る上でも貴重

意図も込められているのです｡

現在､酒飯論絵巻には絵画を
伴わないものも含め1 5作品が伝えられ､原本の確定や制作年代､作者についても研究が進められています｡

時代は変わっても食をめぐる
テーマは変わらないものですね｡

ところで､あなたはどのタイプ7

(参考文献)･別冊太陽　　　　　　　　　…平凡社･並木誠士｢酒飯論絵巻考1原本の確定とその
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なものとなっていの効用を説いて､物事すべてに
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中庸が肝心であると述べています内容で､実はこの話には､酒販の

イラスト=茶円ひとみ

』ブルターニュの海と空展ギャラリートークを終えて【4･26-6･2】

そそられました｡漁に出て荒海と格闘

しながら鯖､鰯を捕る人々｡そして､海

難事故にあうことのないように船の模

型を教会に寄進する敬虐な人々は金

毘羅宮にお参りする日本の船乗りさ

んとだぶります｡

｢海岸では海藻とりが行われて､乾

燥した後焼いて肥料として用いられて

いました｣とギャラリートークしたところ､

聴いておられたご夫人から｢海藻は食

べていなかったのですか7｣とご質問

を受けました｡

｢読んだ本の中にブルターニュの一

部では海藻を食べていたことが書か

れてありました｣とお答えしたものの､トー

クが終わってからも気になっているの

ですが､さてさて､鯖や鰯のとれる漁

場では日本のように昆布やワカメや

海苔がとれるのか､とれるとすればど

んな海藻か､どんな風に調理していた

孤島ともいえる地方に住む人々の暮

らしぶりが伺い知ることができました｡

日本の時代に置き換えると､幕末から

明治､大正｡当時の日本人の暮らし

と似通ったところがたくさんあり興味を

早いもので2002年度も

もう半ばすぎ｡美術館の活動を､ちょっと振り返ってみることにします.まずは特別展､ブルターニュの海と空展(4･26-612)0物珍しいブルタ⊥一ユの自然や風俗が写実的に描かれた作品群は､サロンに出品された大作も多いとあって､見ごたえ十分｡フルタl一ユに行って､本場のクレープを食べてみたくなったのは私だけではないでしょう｡ポップの時代展(6･14-g)は高松市美術館所蔵品のなかから日本のポップ･アートを集めた展覧会｡同時期に常設で欧米のポップ･アートを展示しましたが､アメリカに影響を受けた和製ポップがいかに独自の発達を遂げたかがわかって面白かった(手前味噌⊥です｡ワールドカップの熟が覚めやらぬなか開催された韓国大衆文化展(8･2-9･-)は､おびただしい量のモノの展示により韓国の今に触れることができるという内容でしたが､実際さまざまなモノに触れられたのがお客様には好評のようでした｡展示物を見ていると､
一見日本とよく似ていながらも

微妙に遣っていて､｢近い｣ように見えながらもそのなかにあるさまざまな｢違い｣を確認しな

｢地の果て｣と呼ばれるフランス西部

ブルターニュ半島｡周囲は入り組んだ

海岸線で､大きな入り江や群島､切り

立った断崖や海藻に覆われた岩棚な

どがあり､作品からは､そのような陸の

作品のつなぎ目に負担がかからないよう､みんなで慎重に｡

がらみなさん鑑賞されたのではないでしょうか｡つぎに常設展｡第1期(4･6-6･9)第1室
(引用の美術-80年代以降の作家たち)では日本の若手作家4人の作品を展示｡やなぎみわの幅7m以上ある作品の設置は'美術館職員､日通の方､警備員の方､中央看視室の方総勢1 2人がかりという大掛かりなものとなりました(写真はその場面)｡第2期(6･1 4-8･柑)第2室(磯井如異の世罪)では漆芸家･磯井如民の作品を特集展示｡如兵は印刷の3色刷りにヒントを得て点の集積で微妙な濃淡や奥行きを表現する｢点彫り斎醤｣を編み出しましたが'第1室に展示されていたリキテンスタインの網点を用いた作品と手法の類似性が感じられたりもしました｡第3期(8.24-1 1･4)第1室

(現代のやきもの-さまざまな試み)は､毎年夏場恒例となっているやきものの展示｡今回はとくに壊れやすいものが多く､展示の際はいつも以上に緊張｡なかでも空気を土でできた布で包んだような久谷蔦江《包=》は'高松市美所蔵作品｢もろさ｣ベスト3に入りそうな､扱うのが非常に恐ろしい作品です｡日月4日まで展示してますので､ぜひご覧あれ｡他には､今年度から始まった､学芸員が講師となって行なう子供向け鑑賞プログラム･アートで遊ぼう-の第1､2回日が開催されたり(今後の実施分は裏表紙｢今後の予定｣参照)､版画がもつ可能性と魅力を十分に味わうことのできた下村宏ワークショップ｢版｣で遊ぼう!､セロテープを使って抜け殻のような彫刻をつくるという発想に驚かされた池島弘ワークショップ｢改造人間/チll:フで型取る｣が開催されたりと､ワークショップも盛りだくさんでした｡下半期も美術館をどうぞよろしく-

[牧野裕二]
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毎癖繁だ鞄表

C･-･ふ㊥見た!-6
高根市美術庸コレクション

鮎義盛警

やきものと言うとどのようなものが思

い浮かぶでしょうか-渋く落ち着いた味わいをもつ壷やお茶碗など日本の伝統的なやきものを思い浮かべた方も多いと思いますが'ここでは少し違ったやきものの作品を紹介します｡
これは'亜鉛'鉄'アルミニウムの板を焼

き､白くなった焼けあとをそのままアクリルケースに収めた作品です｡

三種類の金属の変容の状態を見本のように並べて'その崩壊の過程がとらえられるようになっています｡

作者の西村陽平(1947-)

は'このような金属のほか､石や紙'本など'様々な物質を出来るだけ手を加えずに1000度以上の高温で焼き､そのままの状態で提示する作品を制作しています｡焼かれて灰と化した物質は不思議な存在感をもって見る者に迫ります｡

火はあらゆるものを焼き尽くし

すべてを灰にします｡しかし一方で'火は新しい命を与えてよみがえらせる力も持っています｡やきものとは､ふつう'後者のような火の性質を利用したものをいいますが'西村は火を｢蘇生｣ではなく､｢崩壊｣のための手段として使用します｡彼にとって'火による物質の変容は｢復活｣や｢蘇生｣ではなく'｢崩壊への過程｣なのです｡そして'｢崩壊する物質を通して『生』そのものを捉える試み｣と作者が述べているように､作者は崩れゆくもののなかに､逆説的に｢生｣を見出そうとします｡たとえば､意外にも美しい姿となって現れた､塩の結晶のような金属板の最後の姿に'作者は｢生｣を見出しているのかもしれません｡

この作品は2002年度第3
期常設展へ現代のやきもの-さまざまな試みVT11′4まで)に展示されています｡ぜひ実物をご覧になって'アクリルケースのなかに出現した驚異(け‥)の小宇宙をご鑑賞ください｡

[細山理加･牧野裕二=
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川島猛インタビュー高松市出身のアーチスト川島猛氏(ニューヨーク在

住)に､香川県文化会館で開催された｢ニューヨーク熱さまなざし･川島猛展｣(7･29-9･-)の会期中､お話をお聞きする機会に恵まれました｡

1963年にLIユーヨークに旅立たれて40年､米国

で精力的に制作活動を続けられている川島氏は､前回の高松市美術館で個展をされてから1 3年ぶりの故郷での展覧会｡県文化会館のホールに立つと､ステンレスでできた現実のものをゆがんで映し出す鏡のような作品が私たちを出迎えてくれ､不思議の世界にタイムトリップします｡次に鉄の枠で形作られた灯寵のような作品によって森のなかへと誘われ､次の部屋に足を踏み入れると万華鏡を覗いているときのようにわくわくとした楽しい気分になる絵に出会います｡｢川島ワールド一色｣となった会場で､川島さんはやさしくすべてを包み込んでしまうような様な卜1ンでお話しくださいました｡

川島猛くNY20〉 1965年高松市美術舘蔵

〇･1 3年前の高松市美術館の回顧展にも出品されていました夢の島･理想郷がテーマの(ドリームランド･シリーズ)をずっと作り続けられてますが｡
｢絵を描くとき､世の中の暗い面､人間の矛盾した

面､または社会派的なことをテーマにして描く人々もいるが､ぼくは生きている時の｢極楽浄土･理想郷｣を描いている｡人が生きているといいことばかりでなく､暗には幸いことや悲しいこともあり､元気で暮らしていても突然病気にもなることもあって､思い通りの人生を送ることはなかなかできない｡でもそのことを悲しんだり恨んだりするのではなくて､絵の中で､青年時代の純粋な気持ちのままに､理想郷を描いているんです｣｡〇･今回の展覧会の準備をされているときに､｢9･1 1ニューヨーク同時テロ事件｣が起きました｡｢アトリエから柑分のところにある以前僕の住んで
いたダウンタウンで起きてね｡一瞬のうちにあらゆるものが変わってしまい千変万化｡しばらくは絵が描けなくてね｡今回の展覧会のテーマも決まらなくてね｣｡

そんな折り､覗くとくるくると模様がうまれては

消え､また新しい模様が現れる､まさに千変万化の万華鏡が糸口となり今回の展覧会テーマ八万華)が誕生したそうです｡今回の展覧会は絵画､鉄やステンレスを用いた立体作品そして衝立のような作品と変化に宮んでいます｡
｢今回の八万華シリーズ)は素材を色々変えること

で､表現方法は異なるけれど､テーマもモチーフも､イメージも同じで表現の多様性を表しています｡そして展示する場所や空間によっても作品を自由に組み立てることが出来るんです｡また､ライティングによって映し出すと影がまた違ったイメージにもなる｡八万華シリーズ)はスタートしたばかりご)れから1
年ずーっと続くテーマとしてやっていきますよ｣｡

高松市美術館の収蔵作品についても川島氏にお
聞きしました｡〇二一ユーヨークに渡って最初に手がけられた｢赤と黒｣のシリ上人で､格子状に仕切ったカンバスの中の家紋を思わせる抽象的なフォルムの作品《N･Y20》については?

｢紋章の影響を受けたとよく言われますね｡それもあるんですが､公団住宅では同じように区切られた部屋がたくさんあって洗濯物も同じように干してあり､同じ様な人生を送って死を迎えるように見える｡でも実はそれぞれ違ったライフ､生活を送っているo格子はその公団住宅を表している｣｡
｢絵の作りを専門的に言えばコンポジションやいろ

のトーンまたムーブメントがうまくできたのがいい絵で､非常にうまくできると賞をもらえるんだが､ぼくはそれが嫌で､すべてを否定し､同じ四角のなかに同じ色彩でえがいてイメ⊥ンだけで伝えようとした絵なんです｣｡Q･輿N･Y76-J二丁･25》についてはー
｢この作品は200点シリーズで､ずーっと続く

絵なんだが､区切りが必要で､そのために黄色く塗られたパネルがあるのですよ｡そして区切っては繋ぎ区切っては繋いでどのようにも組み合わせることが出

qSS
川島猛≪N Y 76-J T 25〉 1976年吉松市美術館蔵

来るんですよ｣｡
｢ブルーは空､白は雲を表している｡雲はチョット

見ないとすぐ形が変わり､千変万化で人間の人生と同じなんです｡同じ形でとどまることのない雲を無機的な形にするとデザインになるけれど､人間だから有機的な形として表現している｣｡
｢僕の作品は､いつも人間が中心であることに

は変わりがないんですよ｣｡

川島氏は｢讃岐は明るい人々が多い｣と話され

ましたが､天来の明るいお人柄や包容力は初対面の者をも魅了しました｡弘法大師･空海の生まれた国讃岐､お接待の心が脈々と伝わっているようにも思えます｡高松に帰郷して1 0歳は若返ってニューヨークに戻られることでしょう｡次の新しい風がニューヨークから吹くのを楽しみにしております｡

Hk零して･Ub.JJ′ノトト.モ制Tb.∠u･千七Tt.PJ･～･刀山一.. i=.∵..I..7..(.:(...工.i.日. I..I.‥.言...,..≡..;.1…L



ci>･-と一緒に美術館を探

索してみませんか-今回は皆様を図書室へご案内しましょう｡

2階展示室へ続くスロープの
途中にある踊り場右手､中2階の隠れ家のような空間に図書室はあります｡大きく弧を描いたガラスに面した､開放的な室内にある蔵書は美術図書が約1万8千冊､各地の美術館からの寄贈による図録が約1万1千4百冊です｡入ってすぐ左手には､新着図書､子供図書､美術雑誌のコーナー｡右側には総記から始まり8つに分類された美術書が並びます｡

え､子供に美術書なんて難し

いでしょうって-｢とんでもない｡子供たちもちゃんと図線をパラパラ眺めてますよ｣とおっしゃるのは今回お話を伺った図書室司書の武田さん｡一日の平均来室者は30名程ですが､最近は親子連れも増えてきたそうです｡特に催しものの期間は図書室を覗いていく人も多くなります｡本の閲覧だけではなく､パソコンで菅料の検索ができるのも､CD-ROMの形式で発行された図轟が見れるのもこの図書室ならではのこと｡お話を伺っている間にも外部からの問い合わせや美術館職員からの蔵書の確認などの電話がどんどんかかります｡やはり多いのは印象派の画家たちに関する問い合わせだそうです｡また最近は現代美術作家､奈良美智に関する問い合わせが特に多いそうです｡それらに迅速に対処する武田さん｡利用される方の満足度も悪く､｢基本的な資料､特に日本現代美術の資料が充実していますね｡何より落ち着いた雰囲気で読書が

できます｣｢展覧会の際に図録を購入し忘れても､こちらに来れば後で大抵のものは見ることができますから便利ですよ｣といった声が聞かれました｡残念なのは貸出ができないことですが､これらの図書は学芸員の研究図書も兼ねているのでご了承下さいとのことです｡｢何といっても全国の美術館の図線が数多くそろっているのがこの図書室の特徴です｡図書室に並んでいる物以外にも､書庫にたくさんございますので､

ところで､図書室にも

ハイビジrTTンライブラリーにも現代作家の彫刻が展示してあるのにお気付きでしょうか｡図書室のカウンターの横には､関根伸夫の金工相-円をか£そしてハイビジョンライブラリーのコーナーには保田春彦の《都市の方位-南から北へ
(3)》､どちらも静けさが薄み出て

くるような作品です｡｢こんな所にも作品が!｣と思わせる粋な演出の中で､皆さん読書の秋を楽しんでみませんか-　　　冨岡洋子]

リクエストして下されば､ご覧いただけます｡現在開催中の各地の展覧会の情報も入りますので､お気軽にご利用下さい｣とのお話でした｡さて､図書室の隣､-階を見下ろすスペースには､ハイビジョンライブラリーもあります｡その中でも名曲美術館は人気が高いそうです｡また､地元作家を紹介する番組があり､作者の生の声も聞ける興味深いものとなっています｡

知っヒ
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美　術　館　の　今　後　の　予　定(10-3月)

●鴫や場●職場〇〇〇〇や職場●命○鎗申砂や●● ●○○鎗●8命令や●勧響
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＼り知られざるエtf､)/ '

編●集●後●記
■残暑厳しい所の原稿作成でした｡過ぎゆく夏を惜しみつつも秋がまちど

おしいH秋の楽しみといえばいろいろ♪　　　　　　　【小鴨麻紀】

■今臥初めて現代作家･川島猛氏にお会いして作品を作られたときの
背景や作品の解説を直接お聞き出来､今後G･Tをするときのキーワードと

なるものをたくさん授かったことはラッキーなことでした｡  【榊原億子】

■ギャラリートークの度に市美の美術図書室のお世話になる私o今回､
改めて蔵書の多さ､情報の豊かさに驚かされました｡これからどんどん
活用していくつもりです｡　　　　　　　　　　　　　【冨岡洋子】

r一資料潔しのためひさしぶりに図書館へ行きましたO Lびの-とのおかげで

最近遠ざかっていた｢本｣にまたはまっています｡　　　t細山理加】

t何かとあわただしかった夏ですが､ふと気がつけば秋の気配がすぐ
そこにoロツブスの措くパリという都市-その奥の深さに驚かされつつ､

原稿を書き終えてホっとひと息-.　　　　　　　　　[山内利患】

II今回絵巻を調べていくうちに､いきいきとした人物や､生活の描写に改めて

驚くと同時に奥の深さも感じましたoその影響で今｢謎解き伴大約吾絵巻｣を

読んでいますc l吉田光刊

■シヴイも10月で活動3年Elに突入o今までにギャラリートークを聴かれた方の

人数はどれくらいになるのでしょうか｡ 1回あたり平均15人として､それを

今年の9月未まで134日間(lE12匝りしていますので､ざっと4020人の方が

聴かれたことに｡今後も多くの方に満足していただき､ ｢市美にシヴイあり｣と

言われる存在になってもらいたし嶋のです｡我々磯貝も負けずに頑張らねはT
【高校市美術館学芸貞　牧野裕二】

■ベルギーのナミュール市にあるフェリシアン･ロツブス美術館を､作品調査の

ために訪れてから.早1年半oようやくその｢ロッブス展｣が開幕となったo
多くの関係者の何年にもわたるご協力があって展覧会は実現にこぎつける
のだが､今回､毒をも飲み込んだロツブス芸術にしぼU托溺あれI

l高松市美術館学芸月　毛利直子】

発行:高概市美術鋸

【特別展】
フエリシアン･ロツブス展

9.20(金)～1 0.20(日)
19世紀を代表する画家･版画家であるフェT)シアン･ロッブスは､

ロマン主義的･幻想的作風で知られています｡本展では､生地
ベルギー･ロツブス美術館の収蔵作品を中心に､油彩画､水彩画､

版画など約130点によりロツブスの特異な芸術世界を回威します｡

アンジ工美術館展

1 1.1(金)～12.8(日)

アンジェ美術飴は､フランス西部のメ-ヌ川沿いに位置する市立

美術館です｡本展では､同地方の領主が収集したリヴオワ･コレク

ションを中心にワトー､フラゴナール､シャルダンなど17-19世紀を

代表する画家の作品約80点を展示します｡

【常設展】
第3期常設展　8.24(土)～1 1.4(月･祝)
展示室1 : (現代のやきもの-さまざまな試み)戦後､やきものの世界に

登場した用途を持たない､オブジェとしてのやきものを紹介0

19作家による多種多様な作品30点o

展示室2: (日本伝統工芸展の作家たち)日本工芸会主催により毎年

開催される日本伝統工芸展に出品された香川の漆芸家
20人による27点を紹介D

第4期常設展1 1.9(土)～1.19(日)

第5期常設展1.25(土)～3.30(日)

知られざる西アフリカの美術展

2003 2.21 (金)～3.23(日)
近･現代の美術家がアフリカ美術に

触発され､新たな芸術を創作した
ことは知られていますが､一方でアフ

リカ美術そのものはあまり知られて
いないのが現状です｡本展では､西

アフリカ地域の輝かしい歴史を辿り､

アフリカ美術の奥深い魅力と溢れる

美を展観します

知られざる西アフリカの美術展より〈騎手の

プレ-ト/ベニン(ナイジェリア) 3, ㊥SVKト

[アートで遊ぼう!胸章｢じっくり見るIT=めの藍買プロプラム)】

対　　象:小学3-6年生　定員:各15名(申込制･先着服)

時　　間:午前10時～11時30分

開催日･内容: 1 0 ･26 (土)フロッタージュ(擦り出し)で美術館に触れてみよう1

11 ･16 (土)見てみたい､食べてみたいフランス美術!

2･22 (土)ゲームでアートを楽しもう!

3･15 (土)アフリカの動物表現をまねっこして-

*参加費無料､目時･内容は変更する場合あり

その他､冬休みにワークショップを開催予定

JJ4J. ....-I. f-- .lI-- . lt-..4. ......I..I- . ..-.-.- . .lIJ.-I- .I..--.-...-... ..-.....

お筒いあわ

◆ボランティア通信｢しぴの-と｣ ､シヴィのギャラリートークに関するご意見･ご感想

◆本紙記事｢知っとった?美術館｣で取り上げてはしいもの

◆美術に関する素朴な疑問-etc

などがありましたら､郵送･ファックス･美術館内のアンケート等でお知らせください｡

シヴィの活動および､しぴの-との紙面作りの貴重な参考にさせていただきます｡

高松市美術館ボランティア係
〒760-0027香川県高松市紺屋町1 0-4 TELO87-82か171 1 FAXO87-851-7250

高枚市美術館ホ-ムページhtPJbbny血柳山地血地軸血伽【知山州

編集:civi　デザイン:Y&Kデザイン坂田京子　　　　　　雷　展覧会やワークショップの案内など､最新の情報を満載いちど､のぞいてみてください'

利再案内

【開館時間】
火～金:9時30分-1 9時

土･日･祝日:9時30分-17時

(展示室の入室はいずれも閉館30分前まで)

[休館日】

月曜日(ただし､休日と重なる場合はその翌日)

年末年始(12月29日-1月3日)
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